
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「伝える」情熱 
 

技術と経験が紡ぐ再設計の物語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

ある男の、「伝える」という一筋の糸で紡がれた、静かな、しかし情熱に満ちた物語をお話し

します。 

第一章：土台を築く日々 
 
物語の始まりは、1980年代後半の喧騒の中にあります。 
 
若き日の彼は、八百屋で重い荷を運び、レストランで皿を洗い、アルミ工場で梱包に汗を流

していました。 
 
この時期に培われた「現場」の感覚は、後に彼が社会のインフラを支えるエンジニアとなっ

た際の確かな土台となります。 
 
1991年、彼は電機機器製造の世界に足を踏み入れます。 
 
そこからの20数年間、彼は「目に見えない安心」を形にする仕事に没頭しました。 
 
道路の交通情報板や、街を守る防犯カメラシステム、さらには野球場のスコアボードまで。 
 
彼が手がけたシステムは、複雑な情報を整理し、人々に正しく「伝える」ためのものでした。 
 
彼は、周囲から「技術的な説明が分かりやすい」と評される稀有な存在でした。 
 
物事を俯瞰で見つめ、論理的に最適解を導き出すその姿勢は、多くの現場でトラブルを解

決し、人々に安心を与えてきました。 
 

第二章：変化と共鳴 
 
しかし、人生の転機は突然訪れます。 
 
長年慣れ親しんだシステム開発の世界から、彼は一歩踏み出し、結婚相談所の営業職と

いう「人と人を結ぶ」未知の領域に挑みました。 
 
そこでの経験は、彼の中にある「誰かの役に立ちたい」という想いをより強く研ぎ澄ませるこ

とになります。 
 
そして2016年、彼は人生の伴侶と共に、一つの「居場所」を作り上げました。 
 
ジャズが流れる落ち着いた空間、こだわりの珈琲、そして看板犬が迎える温かな飲食店で

す 。 
 



 

エンジニアとして培った「ものづくり」の精神は、内装デザインや自作のホームページ、そし

て一皿の料理へと形を変え、多くの人々に愛される場所となりました。 
 

第三章：静かなる再挑戦 
 
順風満帆に見えた歩みの中で、彼は身体の大きな試練に直面します。 
 
脳腫瘍の手術を経て、彼は左耳の聴覚を失い、歩行時のふらつきという後遺症を抱えるこ

とになりました。 
 
また、愛する妻も週3回の透析治療を必要とするようになります。 
 
かつてのように激しく動き回ることは難しくなったかもしれません。 
 
しかし、彼は決して足を止めませんでした。 
 
「歳をとっても続けられる、誰かの力になれる仕事を」。 
 
その強い願いが、彼を新たな地平へと導きます。 
 

第四章：そして、未来へ 
 
現在、彼はAIという最先端の翼を手に、これまでの豊かな経験を統合しようとしています。 
 
かつて道路情報をドライバーに伝えたように。 
 
かつて心地よい空間で客をもてなしたように。 
 
今度は、「自分の人生に迷う人々」へ、その人だけのキャリアの価値を伝えるための活動を

始めています。 
 
彼は今、自宅で妻の体調を傍で見守りながら、静かに、しかし力強くキーボードを叩いてい

ます。 
自由であること、貢献すること、そして挑戦し続けること。 
その価値観を胸に、彼はAIを使って「個人の経験の再設計」を支援するという、新しい物語
の1ページを書き始めたのです。 
 
彼の歩んできた道は、決して平坦ではありませんでした。 
 



 

しかし、その時々の「点」は今、AIという技術を通じて、誰かの未来を照らす一つの大きな
「流れ」へと変わろうとしています。 
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